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3. 平均値の定理



III 10902

平均値の定理に向って平均値の定理に向って

　微分可能な関数 に対
して，曲線 上に任
意の異なる 点 ， をとる

と の間の ある点 にお
いて， 直線 に平行な接線
を引くことができることが予
想される
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III 10903

具体例での予想の正しさの確認具体例での予想の正しさの確認
　曲線 上の 点 ， を結ぶ
直線の傾きは， である．

点 に お け る 接
線 の傾きは である
から， が直線 と平行
になるような が，たし
かに， と の間に存在
する．
実は，   -1
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III 11001

平均値の定理平均値の定理
　曲線 上の 点を結ぶ線分の傾きや接線の
傾きという図形の言葉を使わずに表現すると，次のよ
うになる．

　関数 が
閉区間 ， で連続，
開区間 ， で微分可能

ならば，

　かつ　

を満たす が存在する． 平均値の定理
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平均値の定理の結論の様々な表現平均値の定理の結論の様々な表現

かつ

は次のようにも表現される：

かつ

かつ

また， となる のかわりに

となる を用いて表現することもある．
さらに， とおいて，

かつ

と表現することもある．




